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平成25年８月13日 

各 位  

会 社 名 株式会社東理ホールディングス  

（コード番号 5856 東証第2部） 
代表者名 代表取締役社長  福村 康廣 

問合せ先 常務取締役    忍田 登南 

（TEL．03－5524－7851 ）  
 

特別損益の計上等、平成26年３月期第２四半期及び通期業績予想の修正 

並びに配当予想の修正に関するお知らせ  

 
当社は、平成25年５月15日付「平成25年３月期 決算短信」にて開示いたしました、平成26年３月期の

連結業績予想及び平成25年７月１日付「子会社に対する債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ）

に伴う特別損失の計上並びに平成26年３月期第２四半期及び通期業績予想値の修正に関するお知らせ」に

て開示しました個別業績予想を、特別損失の計上見込及び最近の業績動向等を踏まえ、下記のとおり修正

しましたのでお知らせいたします。  

 

記  

 
Ⅰ．特別損益等の計上見込みについて 
１．特別損失の計上見込 

個別業績予想に反映されるもの 
・子会社に対する債権の株式化に伴う貸付金に対する貸倒引当金計上･･･上期 18百万円 

 
２．特別利益の計上見込 

連結業績予想に反映されるもの 
・子会社（㈱東京理化工業所）の不動産売却益･･･上期 17百万円 
・子会社（㈱ボン・サンテ）の事業譲渡益･･･上期 15百万円 

 
３．営業外費用の計上見込 

連結業績予想に反映されるもの 
  ・子会社（㈱グローバルフード＆リカーサプライ）の転貸不動産賃借料･･･上期 12 百万円、通期 24

百万円 
 
４．営業外収益の計上見込 
（１）連結業績予想に反映されるもの 

・子会社（㈱東京理化工業所）の設備復旧補助金･･･上期 16百万円 
・子会社（㈱東京理化工業所）の雇用調整助成金･･･上期４百万円 
・子会社（㈱東京理化工業所）の不要材料売却益･･･上期６百万円 
・子会社（㈱ボン・サンテ）の通貨及び金利交換取引契約の円安による利益･･･上期 53百万円 
・子会社（㈱ボン・サンテ）の貸倒引当金戻入等･･･上期９百万円 

・子会社（㈱グローバルフード＆リカーサプライ）の転貸不動産賃貸料･･･上期 13 百万円、通期 26

百万円 

・子会社（老松酒造㈱）のオペレーティング・リース終了時の利益分配金･･･上期 136 百万円 

（２）個別業績予想に反映されるもの 

  ・子会社（老松酒造㈱）からの配当金･･･上期299百万円 

・貸倒引当金戻入･･･上期９百万円、通期15百万円 
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Ⅱ．業績予想の修正について 

１．連結業績予想数値の修正  

（１）平成26年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成25年９月30日） 

（金額の単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利

益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 10,019 1 163 111 １円２０銭 

今回修正予想（B） 10,056 146 378 336 ３円６２銭 

増減額（B－A） 37 145 215 225 － 

増減率（％） 0.4 － 131.9 202.7 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月中間期） 
9,952 △ 405 △ 383 △ 494 △５円３１銭 

 

（２）平成26年３月期通期業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 20,311 281 453 352 ３円７８銭 

今回修正予想（B） 20,378 321 562 485 ５円２２銭 

増減額（B－A） 67 40 109 133 － 

増減率（％） 0.3 14.2 24.1 37.8 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
20,123 △ 813 △ 482 △ 1,120 △１２円０４銭 

 
２．個別業績予想数値の修正等 

（１）平成26年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成25年９月30日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 

四半期純利

益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 453 16 26 △ 10 △０円１１銭 

今回修正予想（B） 491 45 357 405 ４円３６銭 

増減額（B－A） 38 29 331 415 － 

増減率（％） 8.4 181.3 － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月中間期） 
491 23 263 244 ２円６２銭 

 

（２）平成26年３月期通期業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 750 14 32 △ 7 △０円０７銭 

今回修正予想（B） 861 91 410 477 ５円１３銭 

増減額（B－A） 111 77 378 484 － 

増減率（％） 14.8 550.0 － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
788 △ 3 198 △ 230 △２円４８銭 
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３．業績修正等の理由  

（1）連結業績について  

第２四半期累計期間につきましては、売上高、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回

りました。 

その主な理由といたしましては、売上高につきましては、ダイカスト事業（108百万円）及びリフ

ォーム事業（34百万円）における増加、食品流通事業（△48百万円）、酒類製造事業（△17百万円）

及び教育事業（△39百万円）における減少によるものであります。営業利益につきましては、ダイカ

スト事業（74百万円）における売上高の増加、教育事業（96百万円）における粗利率の向上及び販管

費の減少による利益の増加、酒類製造事業（△36百万円）における売上高の減少等に伴う利益の低下

によるものであります。経常利益につきましては、営業利益への影響要因、営業外収益及び営業外費

用によるものであります。純利益につきましては、経常利益への影響要因及び特別利益によるもので

あります。 

通期につきましては、売上、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回る見込となりまし

た。 

その主な理由といたしましては、売上につきましては、ダイカスト事業（172百万円）及びリフォ

ーム事業（34百万円）における増加、食品流通事業（△48百万円）、酒類製造事業（△17百万円）及

び教育事業（△73百万円）における減少によるものであります。営業利益につきましては、ダイカス

ト事業（62百万円）における売上高の増加、教育事業（８百万円）における粗利の低下を上回る販管

費の減少による利益の増加、酒類製造事業（△36百万円）における売上高の減少等に伴う利益の低下

によるものであります。経常利益につきましては、営業利益への影響要因、営業外収益及び営業外費

用によるものであります。純利益につきましては、経常利益への影響要因及び特別利益によるもので

あります。 

 

 

（2）個別業績について  

第２四半期累計期間につきましては、売上高、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回

りました。  

その主な理由といたしましては、売上高につきましては、子会社からの経営指導料の増加によるも

のであります。営業利益につきましては、売上高の増加によるものであります。経常利益につきまし

ては、営業利益への影響要因及び第２四半期に予定しております子会社からの配当金によるものであ

ります。純利益につきましては、経常利益への影響要因及び連結納税額によるものであります。 

   通期につきましては、売上高、営業利益、経常利益及び純利益が前回の予想を上回る見込となりま

した。 

   その主な理由といたしましては、売上高につきましては、子会社からの経営指導料の増加によるも

のであります。営業利益及び経常利益につきましては、売上高の増加及び第２四半期累計期間への影

響要因によるものであります。純利益につきましては、経常利益への影響要因及び連結納税額による

ものであります。 

 

Ⅲ．配当予想の修正について 

１． 配当予想修正等の理由 

   平成26年３月期第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を考慮し、第２四半期末の１株当たり

の配当を0.5円、期末の配当を0.5円、通期での配当合計を1.0円とさせていただく予定であります。 

 

２．修正の内容 

  １株当たり配当金 

 第２四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 25 年５月 15 日発表） 

円銭 

未定 

円銭 

未定 

円銭 

未定 

今回修正予想 ０．５０ ０．５０ １．００ 

当期実績    
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前期（平成 25 年３月期）実績 ０．００ ０．００ ０．００ 

 

（参考）平成 25 年７月１日付 「子会社に対する債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ）に伴な

う特別損失の計上並びに平成 26 年３月期第２四半期及び通期業績予想値

の修正に関するお知らせ」 

平成 25 年５月 15 日付 「平成 25年３月期 決算短信」 
 

 

以 上  


